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J22a MAXIによるLMC・SMC領域にある変動天体の観測
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全天X線監視装置「MAXI」は、2009年 8月から観測を始めた世界最高感度の全天走査型X線観測装置である。
国際宇宙ステーション (ISS)の日本実験棟「きぼう」の船外実験プラットフォームに取り付けられている。MAXI
に搭載されたガススリットカメラ (GSC; ガス比例計数管カメラ) は細長い視野 (3度×160度)を持ち、ISSの周回
に合わせて 92分ごとに全天を走査することにより、X線天体の強度変動を監視する。
大小マゼラン星雲 (LMC・SMC)の領域には X線パルサーやブラックホール候補星など強度変動を起こす天体

が存在し、MAXIの恰好のターゲットである。これまでの観測では、LMC X-1, X-2, X-3, X-4, SMC X-1が明ら
かに検出できている。しかし、LMC・SMC領域は天体が密集しているため、更に暗い天体の時間変動を検出す
ることは難しい。これを検出するため、1スキャン中の時間変化 (三角山)と視野の長辺方向の広がりを考慮した
2次元 PSFフィットを行ない、その解析結果を報告する。また、一観測例として、2009年 12月にアウトバースト
を起こした LMC X-4の時間変動についても議論する。


